
再評価結果（令和６年度事業継続箇所） 

 
                                 担 当 課：県央振興局道路第一課 

                                 担当課長名：荒木 健児 

事業名 一般県道富川渓線（富川工区） 
事業 
区分 一般県道 

事業 
主体 長崎県 

起終点 自：長崎県
ながさきけん

諫早市
いさはやし

富川
とみかわ

町
ちまち

 至：長崎県
ながさきけん

諫早市
いさはやし

富川
とみかわ

町
まち

 延長 2.8km 

事業概要  

いｐ  一般県道富川渓線は、国道34号から諫早市富川町に至る、沿線住民の重要な生活道路である。当該事業区間は本明川ダム事

業と関連しており、現道拡幅による通行車両の走行性の向上を確保し、観光振興のための整備を行う事業である。 

H29年度事業化 都市計画決定 なし R1年度用地着手 R4年度工事着手 

全体事業費 20.4億 事業進捗率 73.0％ 供用済延長 2.1km  

計画交通量  509台／日 （R22） 

費用対効果 
分析結果 

Ｂ／Ｃ  総費用  (残事業)/(事業全体) 総便益  (残事業)/(事業全体)  基準年  

(事業全体)   １．２５ 
※ダム事業含む 
(残事業)    １．９４ 
※ダム事業含む 
 

    397.1/770.5億円 
事 業 費：396.9/769.8億円 
維持管理費：0.2/0.7億円 

   770.5/981.3億円 
  ダム事業総便益: 769.0/975.5億円 

走行時間短縮便益： 1.4/5.6億円 
  走行費用減少便益： 0.1/0.2億円 
  交通事故減少便益： 0.0/0.0億円 

令和6年 

感度分析の結果 残事業について感度分析を実施 
【全体事業】交通量変動 ：B/C=1.25～1.25（交通量 ±10%）【残事業】B/C=1.94～1.94（交通量 ±10%） 

※ダム事業含む 事業費変動 ：B/C=1.22～1.28（事業費 ±10%）     B/C=1.83～2.08（事業費 ±10%） 
事業期間変動：B/C=1.23～1.27（事業期間±10％）     B/C=1.91～1.97（事業期間±10％） 

 
 
事業の効果等  
・本明川の洪水調節、流水の正常な機能の維持（ダムによる治水） 
・走行性の向上（観光振興への機能強化） 
関係する地方公共団体等の意見  

諫早市より整備促進の要望が行われている。 

事業再評価監視委員会の意見  
― 

事業採択時より再評価実施までの周辺環境変化等 
 
 
 
 

 
 付替県道区間Ｌ＝２．１ｋｍは供用済。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  
令和５年度末までの事業進捗率は７３．０％まで進捗しており、用地進捗率も１００％である。今後も継続し

て工事進捗を図り、令和８年度の事業完成を目指す。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  
地元及び国や市と協力しながら、引き続き事業の進捗を図り、令和８年度の事業完成を目指す。 

施設の構造や工法の変更等  
 ─ 

対応方針 事業継続 
対応方針決定の理由  

事業の必要性を考慮した場合、事業継続が妥当と判断される。 
事業概要図  
 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。 

標準断面図 

事業箇所 県道付替部 

ダム整備区間（アロケ） 
県道拡幅部 

ダム関連区間 
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